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 講演会
こうえんかい

終了後
しゅうりょうご

のことでした。 

廣中
ひろなか

さんが準備
じゅんび

した“黒
くろ

い雨
あめ

”の降
ふ

ったエリアマップをじーっと見
み

つめる一人の参加者
さ ん か し ゃ

がおられまし

た。声
こえ

をかけさせていただいたところ、自
じ

身
しん

の叔母
お ば

に当
あ

たる方が広
ひろ

島
しま

で被
ひ

爆
ばく

され、当時
と う じ

居
い

ただろう場所
ば し ょ

が”黒
くろ

い雨
あめ

”が降
ふ

ったエリアに当
あ

たっているかどうかを確認
かくにん

されていました。 

話
はなし

は、本
ほん

日
じつ

の講
こう

演
えん

会
かい

のことに移
うつ

り、その参
さん

加
か

者
しゃ

は廣
ひろ

中
なか

さんの高
こう

校
こう

時
じ

代
だい

の同
どう

級
きゅう

生
せい

だということがわか

りました。最
さい

近
きん

、テレビ出
しゅつ

演
えん

されている廣
ひろ

中
なか

さんを発
はっ

見
けん

し、「もしかして・・・同級生
どうきゅうせい

の廣中
ひろなか

くんではないか

な・・・」と思
おも

ったそうです。そして、広
こう

報
ほう

ふくやまを見
み

て、今
きょう

日のハートフルステージを知
し

り、是
ぜ

非
ひ

とも会
あ

い

たい！と思
おも

い、参
さん

加
か

してくださったみたいです。 

「私
わたし

らぁが話
はなし

ができるのも、あと、２・３年
ねん

じゃろうのぉ～。元気
げ ん き

でがんばろうやのぉ～。」 

約
やく

70年
ねん

の歳
さい

月
げつ

を経
へ

ての級
きゅう

友
ゆう

との再
さい

会
かい

。容
よう

姿
し

格
かっ

好
こう

は変
か

われども、戦
せん

後
ご

の 80年
ねん

を懸
けん

命
めい

に 

生
い

きてこられたお二
ふた

方
かた

の固
かた

く結
むす

ばれた握
あく

手
しゅ

を目
め

の前
まえ

に、私
わたし

たちは何
なに

を受
う

け継
つ

ぎ、次
じ

代
だい

へと 

何
なに

を伝
つた

えていかねばならないのか・・・改
あらた

めて考
かんが

えさせられる瞬
しゅん

間
かん

でした。 

【廣中さんが伝えたいこと】 

私
わたし

は当時
と う じ

5歳
さい

10ヶ月
かげつ

でしたが、あの時
とき

の悲
ひ

惨
さん

な状 況
じょうきょう

が頭
あたま

の中
なか

に焼
や

き付
つ

いて忘
わす

れることが

できない。80年
ねん

経
た

っても当時
と う じ

を思
おも

い浮
う

かべて

人
ひと

に話
はな

していると自然
し ぜ ん

に涙
なみだ

が出
で

てきて悲
かな

しく

なる。でも、私
わたし

の目
め

で見
み

た、 頭
あたま

の中
なか

に記
き

憶
おく

し

た悲
かな

しみと怒
いか

りを、努
ど

力
りょく

して絵
え

や文
ぶん

章
しょう

に書
か

い

て残
のこ

し、思
おも

いを話
はな

している。 

被
ひ

爆
ばく

者
しゃ

の人
ひと

たちは大
たい

変
へん

な苦
く

労
ろう

をしながら、今
こん

日
にち

まで自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

をがんばって 

歩
あゆ

んでいる。「人
ひと

の命
いのち

は地球
ちきゅう

よ 

り重い
お も い

」という言葉
こ と ば

がある。 

人
ひと

の命
いのち

は量
はか

りきれないもの。 

戦
せん

争
そう

で原
げん

子
し

爆弾
ばくだん

により一瞬
いっしゅん

にして何千
なんぜん

何百
なんびゃく

も

の方
かた

が亡
な

くなった。国
くに

にとって父
ちち

は十
じゅう

数万人
すうまんにん

の

内
うち

の一人
ひ と り

でしょうが、私
わたし

たち家
か

族
ぞく

にとって父
ちち

は

全
すべ

てだった。いくらお金
かね

を積
つ

まれても、父
ちち

は帰
かえ

っ

てこない。どうかみなさんも、親
おや

からつながる自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を大
たい

切
せつ

にしてください。最
さい

後
ご

に私
わたし

から

のお願
ねが

いです。みなさんは私
わたし

のような体験
たいけん

をし

ないでください。過去
か こ

を学
まな

び、未
み

来
らい

を考
かんが

えてく

ださい。 

講演会を始める前に、参加者全員と写真を撮りました！！          講師の廣中正樹さん↑ 

                                            2025 年 8月 2日（土） 

 

広島原爆５歳 10 ヶ月の体験・家族の記憶 「父子（おやこ）のわかれ」   



 

講師  竹本 信也さん 
 

大学の時に受けた同和教育の授業や教員との出

会いにより、部落問題をはじめとする差別と人権 

の問題に強い関心を持つ… 

人権と平和について魂のこもった 

歌とトークを通じて思いを届けて 

いただきます。 

 

― 無 料 相 談 会 ― 
◆相続・遺言手続き・成年後見人制度に関してお気軽にご相談ください◆ 

※ 時 間 は ９ 時 １ ５ 分 ～ １ １ 時 ５ ０ 分 （ １ 組  45 分 で す 。） ３ 組 ま で 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

会 場 日 時 予約受付 連絡先 

東 交流館 

(福山市東町三丁目７番５３号) 
９月２４日（水） 9:15～11:15 ９月１日 ～ ０８４－92５-４２６４ 

 

 

 

相続・遺言手続き 成年後見制度に関する 

◆ と き ◆   ２０２5年１１月３日（月・祝）１０時～１５時 

             ※展示は２０２5年１０月 24日（金）～１１月 16日（日） 
 

◆ ところ ◆   まなびの館ローズコム・中央公園・多目的広場 

ふくやまこどもフェスティバル実行委員会（事務局：福山市中部地域振興課 ☎932-7265）  

【問合せ先】深津コミュニティセンター ℡ ９２３-８１０３ 

【会場】深津コミュニティセンター 

【時間】１９時～２０時３０分 

 

いずれも 

 

第１講座 

9/10(水)   

講師  上村 崇さん 

（福山平成大学福祉健康学部 教授） 
 

哲学的対話を通じた思考力・判断力の育成や、

人権・多様性に関する教育実践をされています。 

時代とともに変化している「差別」 

の捉え方。その中で人権が新たに 

抱える課題とは… 

主催 深津コミュニティセンター・深津コミュニティセンター運営委員会 

共催 西深津学区人権学習推進協議会 

第２講座 

9/24(水)   

※ 駐車場は【中溝公園】です。 

※ 要約筆記あります。  
 

どなたでも！ 

(申込み不要) 

 

 

こどもたちがさまざまな活動や体験ができるイベントです。 

ステージ発表、体験コーナー、展示など楽しい催し物がいっぱいです。 

“ふくやまこどもフェスティバル 2024”の様子 


